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熱
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熱
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産総研地圏資源環境研究
部門 CO2地中貯留研究
グループ主任研究員

西山直毅

滋賀県出身。地球表層におけ
る物質移動と化学反応の研究を
行ってきた。これらの知見と経
験を生かし、火山岩を対象とし
たCO2鉱物化や岩右風化促進
技術の開発に資する研究を行
い、地球温暖化とそれが及ぼす
環境影響の防止に貢献していき
たいと考えている。
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